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コンピュｰタ･ゲラフィックスによる関東地方の立体地質図
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関東地方の地質と標高のデｰタを地質調査所の地熱情報デｰタベｰス･ツステム

/SIGMAで処理しカラｰ･プロッタを用いて立体的に表現した図である.網

目模様が地形を表わしその上の色が地質を表わす･垂直■水平の縮尺比は15倍で

ある.

このようた視覚的表現により地形と地質との関係が従来の地質図よりわかりやす

くなっている.このようにコ:■ピュｰタを用いた新しいデｰタの表冤法を用いるこ

とによりデｰタの持つ様次な情報をより容易かつ直感的に把握できる.時には

今まで見落していた新しい畜実を発見することもありうる.特に複数のデｰタを

総合的･効率的に解析していく場合にこのようたデｰタ表冤手法は非常に有効であ

る.

本図の地質デｰタはr日本地質アトラス｣(地質調査所1982)の100万分の1地質

図をディジタル化したものである.また標高デｰタは国土地理院の国土数値情

報の標高デｰタを1km間隔の格子デｰタに変換したものである､
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